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今年度、日本赤十字豊田看護大学紀要は、第 13 巻の発刊を迎えます。12 年単位で循環する干支
で言えば、新しい循環サイクルのスタートに立ったということになります。本学は、赤十字の理念
を基盤として看護学を学ぶ大学です。看護は、Art としての ‘ 技 ’ と Science としての ‘ 知 ’ が融合




その世界の中で、道なき道を探し、わくわくしながら新しい ‘ 知 ’ を発見する楽しさを目指すので
す。しかし、このプロセスは決して楽なことばかりではありません。時には嵐に出会い、これまで
の研究成果が失われることもあります。しかし、私たちは、専門職者として、あるいは教育者とし
て、どのような形であれ、‘ 知 ’ と ‘ 技 ’ を探究し続けることが必要になるのです。
大学の紀要のもつべき役割は、このような未知の世界で新しい ‘ 知 ’ を発見するプロセスにおい











えます。本学の紀要も、これら 3 つの関心を発揮し、3 つの段階を踏むことが求められると思います。
先人から継承されてきた ‘ 知 ’ と ‘ 技 ’ の型を守りつつも、その型を破ることが、新たな創造の契機に
なると信じています。多くの挑戦的・冒険的論文が投稿されることを期待しています。
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